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Ⅰ 研究主題設定の理由 

 平成 20 年の中央教育審議会答申においては，国際的な学力調査の結果から，児童生徒の読解力に

おいて低下傾向が見られ，具体的には，文章や資料の解釈，熟考･評価や，論述形式の設問に対して

課題があるとされている。この課題を踏まえ，国語科においては，言語の教育としての立場を一層

重視し，国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育てるとともに，実生活で生きて働き，

各教科の学習の基本ともなる国語の能力を身に付けること，我が国の言語文化を享受し継承・発展

させる態度を育てることを重点として内容の改善を図ることが求められている。 

  このうち，特に実生活で生きて働く国語の能力は，「情報を読み解き，自分の考えを明確にし，発

信する」ことによって育成されるものと考える。なぜなら，情報を正確に理解する，推論・比較し

て意味を理解する，自らの知識や経験に位置付けて理解・評価するといった読解力を育成するため

には，社会的事象や身の回りの出来事など，実生活に関する様々な情報を，言語を通して正しく理

解し，論理的に思考して表現することが求められているからである。 

このことについて，本校においては，曽於市教育委員会指定「ＩＣＴ等教育」研究指定校として

実践に取り組み，国語科では，各領域で新聞を活用し児童の表現力を向上させるための手立てにつ

いて研究を重ねてきた。その結果，児童にとって新聞がより身近なものになったり，新聞記事に対

する簡単な自分の考えをもつことができたりするなどの成果が見られた。しかし，物事を筋道立て

て考え，情報の確かさを吟味し，身近な情報を活用するなどの力，それらを支える語句の習得，活

用については，課題が残っている。 

この課題は，これまで国語科学習指導の授業計画において，教師が児童に身に付けさせたい能力

を明確にしていなかったことに関係していると考えられる。また，教材文や新聞を読んで，書き方

の特性などを学習に生かし，自らの表現活動に関連付ける単元の構想が，十分図れなかったことも

要因として考えられる。さらに，語句の習得，活用についても分からない語句の意味調べをするだ

けの指導にとどまっており，実生活に活用する語句の拡充を目指す指導には至っていなかった。 

そこで，本研究では，「書くこと」の領域を中心に，新聞を活用する言語活動を単元を貫いて位置

付け，児童に身に付けさせたい力を明確にした学習計画と取材・構成・記述に関する知識・技能や

それらを支える語句等を習得し活用するための指導と評価を工夫するならば，情報を読み解き，自

分の考えを明確にし，発信する児童を育成できるのではないかと考え，本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

 １ 研究のねらい 

(1) 学習指導要領や先行研究等を基に，研究主題についての基本的な考え方を明らかにする。 

(2) 意識調査等から，研究主題に関する国語科学習指導上の課題を明らかにする。 

(3) 新聞を活用する学習過程と「書くこと」の指導事項・言語活動例との関連を明らかにする。 

(4) 国語科学習指導における新聞の活用方法や言語活動の位置付け方，評価の方法を明らかにす

る。 

 

 ２ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

「書くこと」の領域を中心に，新聞を活用する言語活動を単元を貫いて位置付け，取材・構

成・記述に関する知識・技能やそれらを支える語句等を習得し，活用するための指導と評価を

工夫するならば，情報を読み解き，自分の考えを明確にし，発信する児童を育成することがで

きるのではないか。 
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３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

 １ 研究主題に関する基本的な考え方 

 (1) 研究主題に関する構想 

本研究は，日常生活で生きて働く

国語の能力を身に付けさせるために，

情報を読み解き，自分の考えを明確

にし，発信することができる児童の

育成を目指すものである。 

国立教育政策研究所は，「４年間の

調査結果から今後の取組が期待され

る内容のまとめ」(平成24年９月)に

おいて，「記述の指導では，『話すこ

とを書く（記述する）』，『聞いたこと

を書く（記述する）』，『読んだことを

書く（記述する）』など，３領域１事

項に係る様々な活動を効果的に関連

させることが重要になる。」と述べている。また，大村(1983)は，「実際の生活の中で，ほん

とうに役に立つように，実際の生活にあるような経験をさせていくのがよい。」と述べている。   

これまで，本校では，新聞を活用した授業や家庭学習，新聞への投稿などを通して，児童の

表現力を向上させようと実践を重ねてきた。その結果，児童は，新聞を読むことに慣れ親しん

だり，記事に対してある程度の自分の考えをもち，発表したりするようになった。しかし，そ

のような経験が，授業や家庭学習で書いたものや普段の生活における話しぶりなどに生きて働

いているとまでは言えなかった。そこで本研究では，これらのことを踏まえ，国語科学習指導

の中で，３領域１事項を関連させながら，特に「書くこと」を中心とした学習過程を「情報を

読み解く」，「自分の考えを明確にする」，「発信する」とし，日常生活において身近な新聞を活

用し，単元を貫く言語活動を位置付け，指導することが，小学校段階における日常生活で生き

て働く国語の能力の育成につながると考えた（図１）。 

                                                   


 大村はま 著 『大村はま国語教室 第一巻』 1983 年 筑摩書房 

図１ 日常生活で生きて働く国語の能力の育成 
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(2) 「情報を読み解く」とは 

「情報を読み解く」は，国語科学習指導におけ

る「書くこと」の課題設定や取材に関する指導事

項と深く関わっている。児童は，情報から事実と

意見を区別したり，複数の情報を比較したりしな

がら，自分に必要な情報を収集していく。このこ

とによって，児童は情報の内容理解や情報発信者

の意図理解ができ，相手や目的・意図に応じて書

く事柄を調べたり，整理したりすることができる。   

そこで，本研究では，「情報を読み解く」とは，情

報を区別して読んだり，複数の情報を比べて読ん

だりすることで，情報の内容や意図を理解するこ

とと捉えることにする（図２）。 

 

 

  (3) 「自分の考えを明確にする」とは 

「自分の考えを明確にする」は，国語科学習指

導における「書くこと」の構成，記述に関する指

導事項と深く関わっている。児童は，読み解いた

情報の中から，関連のある情報を根拠として選択

し，理由付けをして，考えを明確にしていく。こ

のことによって，児童は，伝えたい内容や事柄を

適切に記述したり，論理的な文章構成で書いたり

することができる。そこで，本研究では，「自分の

考えを明確にする」とは，読み解いた情報を自分

の考えが明確に伝わるように，論理的な文章構成

にしたり，適切な記述で表現したりすることと捉

えることにする（図３）。  

 

 

 (4) 「発信する」とは 

「発信する」は，国語科学習指導における「書

くこと」の推敲，交流に関する指導事項と深く関

わっている。児童は，これまでもち続けてきた目

的意識や相手意識と記述することへの関心・意欲

に基づいて，自分の考えを記述した文章を推敲・

交流する。そうすることで，児童は，自信をもっ

て発信することができる。このことが，表現した

ことへの達成感を得ることにつながると考えられ

る。そこで，本研究では，「発信する」とは，明確

な相手意識と目的意識，記述することへの関心・

意欲をもち続けることで，自分の考えを記述した

文章を推敲したり，お互いに交流したりすること

と捉えることにする（図４）。 

 

図４ 「発信する」の構造図 

図２ 「情報を読み解く」の構造図 

図３ 「自分の考えを明確にする」の構造図 
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 (5) 国語科学習指導における新聞の活用とは 

情報を読み解き，自分の考えを明確にし，発信することができるようにするためには，日常

生活に身近な新聞を国語科学習指導の中で活用することが有効だと考えた。なぜなら，新聞は，

国内外における最新の情報や地域に密着した身近な情報を得やすいからである。このことにつ

いて倉澤*2)は，「新聞を読むという行為は，万人共通の，おそらく読むという行為の日常性の最

も高い率を占める一般的な言語活動であろう。」と述べている。新聞の情報は多面的であり，

総合的である。新聞記事には，そのような情報を正確に，簡潔に，分かりやすく伝えることが

求められる。そのため新聞記事には，５Ｗ１Ｈの要素や逆三角形型の構成で書くことなどの工

夫が施されている。つまり，新聞記事を書くという行為は，「インタビューをする（話すこと・

聞くこと）」，「取材したことを記事にする（書くこと）」，「取材に関連のある資料を読み解く（読

むこと）」，「適切な語句や表現を使う（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）」の３領

域１事項を総合的に取り入れて成立する言語活動であると言える。これらのことから考えると，

国語科学習指導において新聞の特性を生かし，新聞を活用した言語活動を授業の中に取り入れ

ることは，児童にとって日常生活で生きて働く国語の能力を高めるために，効果的であると言

える。そこで，本研究では，児童にとって身近な情報である新聞を読み，記事に対する自分な

りの意見をまとめたり，新聞記事の書き方から文章の構成や適切な表現を学んだりする言語活

動を設定していきたい。 

 

２ 研究主題に関する分析と考察 

  (1) 児童の意識調査等を基にした指導上の課題 

（調査の実施期間：平成26年６月16日～７月４日 実施対象：曽於市内５校 教諭24人，第５･６学年の児童104人） 

  児童に日常生活で生きて働く国語の能力を身に付けさせるための指導を工夫するには，児童

や教師が，習得したことを「活用」する問題に対してどのような意識をもっているか，表現す

る際，児童が「書くこと」への課題をどう考えているか把握しておくことが必要である。そこ

で，これまでの実践の成果や意識調査の結果から，指導の方向性を次のようにまとめた。 

ア 本校におけるこれまでの実践の成果と課題から 

    本校では，平成24，25年度，曽於市教育委員会指定「ＩＣＴ等教育」研究指定校として「児

童一人一人が自分の思いを表現する力を高める学習指導法の研究－効果的な電子黒板・新聞

活用の実践を通して－」というテーマで研究を行った。その結果，児童に，書くことへの苦

手意識が尐なくなったり，新聞記事に対する簡単な自分の考えをもつことができたりするな

どの成果が見られた。さらに児童は，「新聞の文章みたいに，詳しく書けるようになりたい。」，

「もっと自分の使える言葉を増やしたい。」など，学習への意欲を見せるようになった。 

イ 文章を書く際の児童の課題について 

文章を書く際に，約６割の児童が書くこと

への課題を抱えている(図５)。主な理由は，

「何を，どのように，どの順序で書いたらい

いか分からない。」や「どのような表現や言葉

を使えばいいのか分からない。」という理由が

多かった。つまり，児童は効果的な文章構成

や適切な表現の仕方に課題をもっていること

が分かる。 

                                                   
*2) 倉澤栄吉 著  『解説 国語単元学習』 1993 年  東洋館出版社 

図５ 文章を書く際の課題（児童） 
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(2) 教師の意識調査を基にした指導上の課題 

 地区内の小学校教諭を対象に，諸学力調

査の「活用」に関する問題に取り組ませた

際の児童の状況について調査した結果，図

６の①，②より，問題文の読み取り，条件

に沿って書く経験が不足していることが

課題であると捉えた。また，③より，論理

的に文章構成ができないことも課題であ

ると捉えた(図６)。これらのことから，指

導の際，読み取りの視点を明確にしたり，

様々な条件に合わせた文章を書かせたり

することが必要だと考えられる。また，授

業の中で書く時間を十分に確保し，自分の

考えを明確にするための文章構成や適切

な表現方法を工夫させて，書くことに慣れ

させる必要があると考える。 

 

(3) 調査結果から考えられる指導の方向性 

これまでの調査結果等の分析から，検証授業Ⅰ・Ⅱでは，次のような課題を解決するための

指導を工夫して行い，本研究の内容を明らかにしたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 ３ 情報を読み解き，自分の考えを明確にし，発信することができる国語科学習指導の構想 

 (1) 学習過程に沿った手立ての工夫 

本研究では，三段階の学習過程に

沿って，「書くこと」の指導事項を当

てはめ，学習内容を進めることで，

児童が情報を読み解き，自分の考え

を明確にし，発信する能力を高めた

いと考えた。この学習過程は，新聞

記事ができる順序と同様の過程であ

ることが分かる(表１)。このような

過程で作成された新聞記事は，文章

の構成，表現なども適切に書かれて

いる。つまり，適切な表現で書かれ

た新聞を読んだり，その書き方を学

び，表現したりすることが，情報を

正確に，効果的に伝える文章を書く

ために必要な知識・技能を習得し，

活用することにつながると考えられ

る。 

「活用」に関する問題を解く際の課題 課題の克服に向けた指導上の重点 

● 問題文の読み取りが，不十分である。 

● 様々な条件に沿って書く経験が，不足している。 

● 論理的な文章構成ができない。 

● テーマに基づく表現すべき内容を記述できない。 

● 語句の習得と活用が，不十分である。 

○ 問題文，教材文を読み解く指導 

○ 相手意識・目的意識をもたせる指導 

○ 自分の考えを明確にする文章構成の指導 

○ 児童の書いた文章表現の評価の方法 

○ 学習した語句を習得し，活用させる指導 

表１ 学習過程と新聞作成の過程との比較 

図６ 「活用」に関する問題に取り組ませた際

の児童の状況(教師) 
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  (2) 新聞を活用した単元を貫く言語活動の工夫 

      本研究では，国語科学習指導の中で効果的に新聞を活用することで，児童に日常生活で生き

て働く国語の能力を向上させたいと考えている。その際，新聞がもつ特性(表２)や，発達の段

階を踏まえ，単元を貫く言語活動を位置付けることにした（表３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 検証授業Ⅰ 検証授業Ⅱ 

発達の特性を踏
まえた指導事項 
 
第５・６学年 
「Ｂ書くこと」の 
指導事項 

○ 自分の考えを明確に表現する

ため，文章全体の構成の効果を

考えること。 

「Ｂ書くこと」の指導事項 ア 

○ 事実と感想，意見などを区別

するとともに，目的や意図に応

じて簡単に書いたり，詳しく書

いたりすること。 

「Ｂ書くこと」の指導事項 イ 

○ 引用したり，図表やグラフな

どを用いたりして，自分の考え

が伝わるように書くこと。 

「Ｂ書くこと」の指導事項 ウ 

新聞の特性を踏
まえた指導 

○ 新聞の投稿文やコラムから文

章の構成を学ぶ。 

 

○ 不特定多数の相手が読む文章

として，自分の考えを「投稿文」

に書く。 

 

○ 実際の新聞から記事の書き

方，社説の書き方を学ぶ。 

 

○ 新聞に事実を客観的に書いた

り(５Ｗ１Ｈ・逆三角形の構図)，

記事の解説(事実＋考え)を書い

たりする。 

 

単元を貫く言語
活動 

筆者の意図を捉えながら読み，

自分自身を見つめ直し，私らしい

生き方を考えた文章を新聞に投稿

する。 

新聞記者になって「平和」に関

する自分の考えを新聞にまとめ，

ポスターセッションで伝えよう。 

 

(3) 「判断基準」による評価の工夫 

     基礎的・基本的知識・技能を活用し，思考・判断・表現した学習状況を確かに評価する

ためには，評価規準をより具体化する必要がある。そこで，鹿児島県総合教育センターの

研究に基づき，「判断基準」を設定して研究を進めることとした。同センターの研究紀要

によると「判断基準」とは，「評価規準で設定された児童生徒の『思考・判断・表現』の学

習状況をより分析的に表した『判断の要素』を具体化した尺度である。」としている。そこ

で本研究では，児童が表現した文章を「判断基準」で評価しようと考えた。 

 

                                                   


  鹿児島県総合教育センター  『研究紀要 117 号』 2012 年 

学習過程 新聞の特性 特性を生かした言語活動 

情報を読み解く 
５Ｗ１Ｈの要素 

事実と意見の区別 

新聞の読み比べをする。 

自分の考えを 

明確にする 

逆三角形の構成 

見出し・小見出し・リード 

正確・簡潔・明快な文章 

新聞記事を書く。 

社説を書く。 

発信する 
一覧性・総合性・詳報性・視認性 

解説性 

作成した新聞を使って発表する。 

新聞に投稿する。 

表３ 検証授業における新聞を活用した言語活動の工夫 

表２ 新聞の特性 
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(4) 語句を習得し活用するための工夫 

    児童が自分の考えを明確にした文章を書くためには，語句の習得，活用が必要である。しか

し，資料などから分からない語句を調べる活動だけでは，その活用には至らないと考えられる。

そこで，学習した語句を視覚的に確認するために「語句マップ」を作成させた(図７)。児童が，

単元のテーマを中心に連想する語句を書いていくことで，学習が進むにつれ，自分自身が活用

できる語句の拡充を実感できるよう工夫した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学習を進めながら辞書で調べた語句については，「語句活用ノート」に記録させた（図８）。

意味や熟語，短文づくりだけでなく，類義語や対義語も記入する欄を設け，習得を目指した。

また，授業や家庭学習における書く活動を通し，調べた語句を活用した日を記録させ，繰り

返し使用する意識を高められるよう工夫した。このようにしていくことで，習得だけでなく，

実際の文章の中で活用することができ，適切な表現ができるようになると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 検証授業Ⅰにおける検証 

  (1) 検証授業Ⅰの概要 

 

 

 

 

単元名  自分自身を見つめ直し，私らしい生き方を発信しよう 

     (教材：「感情／生き物はつながりの中に」光村図書６年) 

実施学年 曽於市立岩南小学校 第６学年 ３人 

実施時期 平成 26 年 ７月上旪 

図８  語句活用ノート (例) 

① 
語 句 ・ 番

号・活用した

日 を 記 入 す

る。 

② 
辞書で調べ

た 意 味 を 書

く。 

その語句を

使った熟語を

書く。 

③ 
語句を使い活

用例・短文を書

く。 

類義語や対義

語も書くように

する。 

普段の日記や

単元で書く作文

に活用できるよ

うにする。 

① 

 

③ 

 

② 

 

図７  語句マップ(例) 

① 

② 
③ 

① 学習を始める前から知ってい

た語句や教材文を初めて読んだ

ときなどに調べた語句を書く。 

③ 友達の文章から

新しい語句を知っ

たり，単元を終えた

後に関連する語句

を書いたりして自

分自身の使える語

句が増えたことを

実感させる。 

② 学習中に知った語句や教材文

から新たに調べた語句，並行読

書の本や関連資料を読んだとき

に知った語句を書く。 
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  (2) 検証授業Ⅰのねらい 

 

 

 

 

 

 

  (3) 検証授業Ⅰの新聞を活用した単元を貫く言語活動の設定について 

 学習過程 主 な 学 習 活 動  

第
一
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第
二
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ア 必要な情報を読み解かせるための手立てを検証する。 

イ 自分の考えが明確に伝わるように，効果的な文章構成を考えさせたり，適切に表現させ

たりするための手立てを検証する。 

ウ 教師が児童の文章を適切に評価し，表現を向上させるような手立てを検証する。 

１ 教材文と関連する本を使い「自分の考えづくりシー

ト」で紙面交流の仕方を学び，学習計画を立てる。       

私らしい生き方をテーマとして，新聞に投稿する文章

を書くためには，どのような内容と構成にすればよいだ

ろうか。 

２ 「感情」を読み，文章構成を捉え，筆者の主張に対

する自分の考えを「自分の考えづくりシート」にまと

め，紙面交流の仕方を知る。     

 
３ 「生き物はつながりの中に」の文章構成を捉える。

三つの生き物の特徴について要点を捉えながら読み，

「自分の考えづくりシート」をまとめる。       

４ 筆者の主張を捉え，筆者の主張に対する自分の考え

をまとめ，友達と紙面交流する。筆者の主張の中で特

に共感したものについて家族へ取材をする。 

 

私らしい生き方をテーマに新聞の投稿文を書くには，筆者の

考えや友達の考えと自分の考えを比べながら，自分自身を見つ

め直した内容や伝えたいことを順序よく並べて書くとよい。 

筆
者
の
意
図
を
捉
え
な
が
ら
読
み
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
生
き
方
を
考
え
た
文
章
を
新
聞
に
投
稿
す
る
。 

８ 自分の考えが明確に書かれているかなど新聞に投

稿する前に確認し，学習のまとめをする。     

６ 紙面交流をして得た友達の意見を基に共通点や相

違点などを考え，自分の考えを広めたり，深めたりす

る。  

５ 「自分の考えづくりシート」や取材メモ，投稿文の

例を基に，筆者の主張に対する自分の考えを文章にま

とめ，友達と交流する。 

７ 文章の構成や表現を見直しながら，最終的な私らし

い生き方を考えた文章にまとめ，読み合う。  

情
報
を
読
み
解
く

自
分
の
考
え
を
明
確
に
す
る 

発
信
す
る 

つ
か
む
・
み
と
お
す 

し
ら
べ
る 

ふ
か
め
る 

ふ
り
か
え
る
・
い
か
す 
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 (4) 検証授業Ⅰの実際 

ア 「情報を読み解く」過程における指導の工夫 

時 
主な学習活動 

(吹き出し→児童の様子) 
教師の働き掛け・手立て 新聞の活用 

１

／

８ 

１ 筆者の考えに対する自分

の考えをもつための方法を

知り，自分自身を見つめ直

し，私らしい生き方を発信す

るための学習全体の見通し

をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「自分の考えづくりシート」

の説明をする。 

○ 紙面交流を通して自分の

考えを書くときには，自分自

身を見つめ直 

すことが必要 

だと実感させ 

る（写真１）。 

◇ 教材文と関連する資料と

して新聞記事を紹介し，教材

文に興味をもたせる。 

２

／

８ 

２ 教材文「感情」を読んで，

筆者の考えに対する自分の

考えをシートにまとめる。 

 

３ 「感情」の文章から自分の

生き方のヒントになること

を見付ける（図９）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 付箋を使い，シートに自分

の考えを書かせる。 

○ 紙面交流をさせることで

様々な考えがあることに気

付かせる。さらに，友達の考

えをもっと知りたい，自分の

考えを知ってほしいという

意欲を高めさせる（写真２）。 

 

図９ 「感情」全体構成図 

写真２ シートに記入する様子 
 「感情」の全体構成を表に

すると筆者の言いたいことが

どこに書いてあるかよく分か

るね。 

著者の茂木さんの考えに対

する自分の考えをシートにま

とめると，自分の考えを整理

することができそうだね。 

私らしい生き方を考える時

にも参考にできそうな考えだ

ね。 

自分の考えをもつには，ど

うしたらいいのかな。 

付箋に自分の考えを書いて

いくと自分の考えが整理され

ていくね。 

共感できるところと共感で

きないところを分けて，書いて

ていくといいね。教科書の文章

にも生かせそうだね。 

写真１ 考えづくりシートを書く様子と付箋 
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３

／

８ 

４ 教材文「生き物はつながり

の中に」を読んで，筆者の考

えに対する自分の考えを

シートにまとめる。 

５ 「生き物はつながりの中

に」の文章から自分の生き方

のヒントになることを見付

ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 紙面交流を通して，筆者と

対話しながら教材文を読ま

せることで，筆者の主張を捉

え，自分の考えを 100 字程度

にまとめさせる。 

○ 自分自身を見つめ直す材

料として家族に取材させる。

取材したことは，記録させ，

シートへ貼り付けさせる（写

真３）。 

  

４

／

８ 

６ 「生き物はつながりの中

に」の筆者の考えをまとめ，

自分の生き方のヒントにな

るところを見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 紙面交流を通して筆者と

対話しながら教材文を読ま

せることで筆者の主張を捉

え，自分の考えを 100 字程度

にまとめさせる（写真４）。 

○ 自分自身を見つめ直す材

料として家族への取材をさ

せる。取材したことは記録

し，シートへ貼り付けさせ

る。 

 

 

「生き物はつながりの中

に」は，生き物の三つの特

徴が書かれているな。私が

共感できたのは……のとこ

ろだね。 

筆者の考えについて自分

の考えや友達の考えをまと

めると，いろいろな考えを

知ることができて，おもし

ろいな。 

筆者は，「生き物としての

つながり」を例に，自分自

身が大切であるように，他

の人も大切であるという気

持ちをもってほしいと考え

ているな。私もその意見に

共感できる。自分の生き方

のヒントになりそうだな。 

このことについて，お母

さんにインタビューしてみ

よう。 

私は「生き物はつながり

の中に」の「内と外のつな

がり」について興味をもっ

たから，お母さんに私たち

の食事を作るときに気を

付けていることをインタ

ビューしたいな。 

写真４ 自分の考えをまとめる様子 

写真３ 自分の考えづくりシート 
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イ 「自分の考えを明確にする」過程における指導の工夫 

５ 

／

８ 

１ 自分の考えを明確にした

文章についての例文を読ん

で，文章全体の構成を考えな

がら，投稿文の下書きをする

（写真５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 新聞の投稿文や新聞記事

などから，文章構成を整える

よさを実感させる。 

○ 今まで読み取ってきたこ

とを根拠に自分の考えを書か

せる。 

◇ コラム，新聞の投稿文から

文章の構成を学ぶ。 

６

／

８ 

２ 友達の書いた投稿文を読

んで意見交流をし，自分の投

稿文の参考になるところを

探し，文章に書き加える（写

真６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 付箋の色を変えて意見を

交流させることで，考えの共

通点や相違点が明らかにな

るようにさせる。 

○ 共通点や相違点を根拠に

した自分の考えを，文章にま

とめさせる。 

 

 

 

 他の学校の友達が書いた

新聞の投稿文を読むと自分

の考えを分かりやすく並べ

ていることが分かったよ。 

今まで整理してきた自分

の考えをまとめられるとい

いな。 

 パソコンで下書きする

と，文章の変更や文字を直

すときに便利だね。 

 友達の投稿文を読むと，

自分の考えに共感できるも

のと共感できないものがあ

るのが分かるね。 

 私のテーマと関わりのあ

るところがあるね。 

自分の投稿文に生かせる

ようにしたいな。 

写真５ パソコンで下書きする様子 

写真６  

友達の投稿文から生き方の

ヒントを探す様子 
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ウ 「発信する」過程における指導の工夫 

７

／

８ 

１ 下書きした文章を基に，全

体の文章構成や適切な表現に

注意して清書したり，誤字・

脱字がないか確認したりす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ テーマにあった文章にな

るように書く内容や文章構

成，表現に注目させて書かせ

るようにする(写真７)。 

○ 友達の発表を聞きながら，

メモを取らせたり，感想を発

表させたりする。 

 

 

８

／

８ 

２ 清書した自分の投稿文を

発表する(写真８)。 

３ 友達と意見交流をする。 

４ 新聞社へ投稿する。 

５ 校内掲示板に掲示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 新聞投稿する前に自分の

考えが明確に書かれている

かなど確認させる。 

 

 自分の考えをたくさん書

いていたから，投稿文に書

く材料がたくさんあって書

きやすくなったな。 

 新聞に投稿するために書

いたから，たくさんの人に

読んでほしいな。 

 今までよりも自分の考え

を入れて投稿文を書くこと

ができたな。 

 私らしい生き方を書くた

めに集めた材料をどのよう

に並べたらいいかな。 

 自分の言いたいことが伝

わるように順番を考えてい

きたいね。 

 構成が決まったら文章を

書くときに迷わなくていい

かもね。 

写真８ 発表の様子と実際の投稿文 

写真７ 文章の構成を考える様子 
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  (5) 本単元における「思考・判断・表現」の評価 

ア 本単元 ６年 「感情／生き物はつながりの中に」の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 
読む能力 書く能力 

伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 

① 筆者の問い掛けに

関心をもち，文章を

読んで考えようとし

ている。 

① 筆者の意図を捉え

ている。 

② 筆者の考えとそ

の根拠を捉え，自分

なりに評価する観

点をもっている。 

 

① 書いたものを発

表し合い，表現の仕

方に着目して，助言

し合っている。 

② 自分の考えにつ

いて，友達の意見と

の共通点や相違点

を明らかにしなが

ら深めている。 

① 筆者が結論を導

く過程について，

「文章の構成」とい

う観点から理解し

ている。 

イ  「判断基準」の設定 

本単元 

自分自身を見つめ直し，私らしい生き方を発信しよう 「感情／生き物はつながりの中に」 

評価規準(思考・判断・表現) 

【書く能力】 

② 自分の考えについて，友達の意見との共通点や相違点を明らかにしながら深めている。 

思考・判断に基づく表現内容(評価の対象) 

新聞に投稿する投稿文の記述 

判断の要素 

ア テーマについての自分の考え 

イ 他の児童の考えとの共通点や相違点 

ウ 自分自身を見つめ直す内容 

判断基準Ｂ 

ア テーマについての自分の考えを，自分の経験や教材文を根拠に書いている。 

イ 他の児童の意見との共通点や相違点のいずれかを書いている。 

ウ 他の児童と交流し,自分自身を見つめ直した内容を，投稿文にまとめている。 

【予想される児童の表現例】 

 私には，大切な家族や友達がたくさんいます。例えば，母は私が病気の時，私のことを心配

して看病してくれます。○○さんも心配してプリントを届けてくれたり，電話で様子を聞いて

くれたりします。それは，私と母や○○さんの間に「つながり」があるからだと思います。私

はこれからもこの「つながり」を大切に生きてきたいと思います。なぜかというと，中村桂子

さんが言っている「自分自身のことが大切であるように，他も大切である」という考えに強く

共感できたからです。(ア) 

しかし，友達の意見には，家族でない人とは「つながり」がないというものもありました。(イ)

私はその意見に反対です。なぜかというと，私たちは長い歴史の中で地球上全ての生き物とつ

ながっており，例外はないと考えているからです。 

 だから，私は，人との「つながり」を大切にし，感謝の気持ちをもつことが重要だと思いま

す。今までは，それほど感謝の気持ちを深く考えることはありませんでした。しかし,この学習

を通して家族や友達だけを大切にするのではなく，地球上全ての生き物を大切に思えるように

なりたいです。なぜなら,私たち生き物はお互いに支え合って生きているからです。感謝の気持

ちを忘れない生き方が，これからの私らしい生き方だと思います。(ウ) 

Ｃ状況児童への補充指導 

ア 自分の意見を支えるのに教材文のどの部分が有効であるか示し，補充指導を行う。 

イ 友達の意見の中から，自分の考えに似ているもの，違うものを示して，児童に選択させ，

補充指導を行う。 

ウ 自分の経験をもう一度喚起させ，考えを深められそうなものを示し，補充指導を行う。 

判断基準Ａ 

イ 他の児童の意見についての共通点や相違点をどちらも書いている。 

Ｂ状況児童への深化指導 

イ 友達の意見をもう一度振り返らせ，自分の考えを深めるために必要なものを考えさせる。 
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   ウ 「判断基準」に基づく評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
児
童
作
文
の
二
段
落
の
後
に
挿
入
） 

図 10 検証授業Ⅰで書いた投稿文の評価例 

判断基準Ｂのイを満たしていない表現 

判断基準Ｂのウ 

他の児童と交流し，自分自

身を見つめ直した内容を，投

稿文にまとめている。 

判断基準 B のイ 

他の児童の意見との共通点や

相違点のいずれかを書いている。 

判断基準Ｂのア 

テーマについての自分の考え

を，自分の経験や教材文を根拠に

書いている。 

判断基準Ｂを全て満た

す表現ができていた。 

＝B 状況 

判断基準Ｂのア 

 

補
充
指
導 

判断基準 Bのウ 

○
○ 

「あなたの『思いやり』の心

をもたなければならない。」と

いう考えと同じ，または，違う

友達の意見を一つ選んで，それ

についてのあなたの考えを書

いて見てごらん。 
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(6)  検証授業Ⅰの成果と課題（○成果・●課題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)  検証授業Ⅰの課題を踏まえた指導法の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 検証授業Ⅱにおける検証 

  (1) 検証授業Ⅱの概要 

 

 

 

 

単元名  自分の考えを明確にもち，「平和」について伝えよう 

     (教材：「平和」について考える 〈資料〉「平和のとりでを築く」 光村図書６年) 

実施学年 曽於市立岩南小学校 第６学年 ３人 

実施時期 平成 26 年 11 月上旪 

ア 教材文や図，表から読みとった情報を基にして，新聞記事や社説の書きぶりから表現 

方法を学習し，自分の考えをより詳細に述べることができる手立ての工夫を行う。 

 イ 自分の考えをより明確に伝えるための論理的な文章構成や適切な表現ができる手立て 

の工夫を行う。 

ウ 評価内容を繰り返し見直しながら，適切な表現だけでなく，それらを支える語句の習

得も評価できる手立ての工夫を行う。 

 

○ 紙面交流をすることで，友達の意見を知ることができ，考えが広がった。 

○ 「生き物はつながりの中に」の構造を示しながら読ませ，児童は，文章全体の構成を視

覚的に確認できた。 

● 児童は，自分の考えづくりシートと付箋を活用し，事実や意見，自分の考えを整理した

が，読み取った情報をどのように使えばよいか戸惑うことがあった。 

● 教材文から学んだことを，自分の表現に生かそうとする意識付けが弱かった。 

 

 

○ 「ひろば」に掲載された同じ小学生の文章を読ませることにより，児童は，「はじめ→

中→まとめ」の構成を理解できるようになった。（「ひろば」：南日本新聞社の読者投稿欄） 

○ 私らしい生き方について確認でき，各自関連付けて書こうとする態度が見られた。 

● 自分の考えを効果的に伝えるための論理的な構成と適切な文章表現について，投稿文の

中に生かす具体的な手立てを考える必要があった。 

● 情報と自分の考えを結び付けたり，論理的に表現したりするための語句等が十分に定着

していなかった。 

「自分の考えを明確にする」過程 

 

○ 新聞投稿文や文章構成モデルを配布，提案することによって，児童の書く目的意識・相

手意識が明確になった。 

○ 新聞の投稿文を書くという言語活動を通して，今までよりも文章を工夫して書こうとす

る意識が，３人とも高まった。また，全員が文章を書けるようになったと実感できた。 

● 「判断基準」を活用できたが，児童の学習状況を継続して把握することができなかった。 

● 新聞の書き方(投稿文の書きぶり)を指導に取り入れ，児童の表現に生かす手立てを考え

る必要があった。 

「発信する」過程 

「情報を読み解く」過程 
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ア 資料から表現の方法を読み解かせ，自分の文章を表現させる手立てを検証する。 

イ 理由や根拠になるものを論理的に構成させ，適切な表現で自分の考えを明確にさせる手

立てを検証する。 

ウ 相手意識・目的意識をもたせ，習得した語句を活用させる手立てを検証する。 

  (2) 検証授業Ⅱのねらい 

  

 

 

(3) 検証授業Ⅱの新聞を活用した単元を貫く言語活動の設定について 

 学 習 過 程 主 な 学 習 活 動 

第
一
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
次 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

第
三
次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 「平和」について調べたことや自分の考えを，ポス

ターセッションを通して発表する。 

《学習発表会で発表》 

つ
か
む
・
み
と
お
す 

１ 新聞記者の話を聞いて，記事の書き方を知り，学習

に見通しをもつ。 

し
ら
べ
る 

ふ
か
め
る 

ふ
り
か
え
る
・
い
か
す 

自分の考えを明確にし，発信するためには，どのよう

に文章を書いたり発表をしたりすればよいだろうか。 

２ 「平和のとりでを築く」から文章の構成や要旨を捉

え，「平和」について考える。 

３ 「平和」について自分なりの考え（仮の要旨）をも

ち，新聞記事の方針を決める。 

４・５ 自分の意見に，説得力をもたせるための根拠と

なる資料を調べる。 

自分の考えを明確に伝えるためには，調べたことや自分の考え，

その理由を分けて文章を組み立てたり，発信する相手や目的をしっ

かり意識して発表したりすればよい。 

新
聞
記
者
に
な
っ
て
「
平
和
」
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を
新
聞
に
ま
と
め
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
伝
え
よ
う
。

 

13 ポスターセッションのリハーサルをし，お互いの発

表を交流し合う。 

８ 書いた記事を推敲しながら，新聞記事を作成する。 

６・７ 調べたことや資料を基に，「平和」に関する新聞

記事を下書きする。 

９ 書いた記事に対する自分の考えを書くために，社説

の意味や書き方を知り，自分の新聞の社説を下書きす

る。 

12 社説の文章(書き言葉)を発表用の原稿(話し言葉)に

書き替え，発表の練習をする。 

11 お互いの社説を読み合い，意見交換する。友達から

出てきた意見を参考に推敲する。 

10 社説の下書きや自分の考えをより明確にするための

文章構成を考えながら，社説を書く。 

情
報
を
読
み
解
く 
自
分
の
考
え
を
明
確
に
す
る

発
信
す
る 
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  (4) 検証授業Ⅱの実際 

   ア 「情報を読み解く」過程における指導の工夫 

時 
主な学習活動 

(吹き出し→児童の様子) 
教師の働き掛け・手立て 新聞の活用 

１

／

14 

１ 新聞記者による講話を聞

き，新聞記事の書き方への興

味・関心を高めるとともに，

理解を深める。 

○ 南日本新聞社の記者から

記事の書き方や「平和」に関

する記事を書くときの思い

を聞けるように，打ち合わせ

る。 

○ 記事の書き方をまとめて

教室に掲示し，児童に確認さ

せる(図 11)。 

◇ 実際の新聞を見て記事の

書き方を確認させる。 

 

◇ 学習したことを生かして

ミニ新聞を作成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２

／

14 

２ 「平和のとりでを築く」を

通読し，実際の新聞の社説と

読み比べる。 

３ 「平和のとりでを築く」の

文章構成・要旨を捉える。 

○ 読み取りの視点として事

実と意見が書かれているとこ

ろを見付けるように確認させ

る(写真９)（図 12）。 

○ 「序論」・「本論」・「結論」

や「頭活型」・「尾活型」・「双

括型」などの用語について確

認させる。 

○ 教材文と社説を読み比べ

させることで，気付いたこと

をまとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ５Ｗ１Ｈを読み取りの視

点として活用させる。 

 

◇ 題名を見出しと考えると

要旨を捉えやすくなる。 

図 11 記事の書き方(教室掲示) 

今まであまり考えていな

かったけど，記者の方から

直接話を聞いて，新聞記事

の書き方が分かったよ。 

学習した記事の書き方を

生かして，私たちの「平和」

に関する新聞を作りたい

な。 

今日の学習を生かして，

明日の遠足の様子を，ミニ

新聞にまとめてみよう。 

写真９ 色分けをしながら教材文を読む児童 

新聞の社説の書き方と

「平和のとりでを築く」の

書き方は，どちらも事実と

意見が分けて書いてあると

ころが似ているな。 

私も社説を書くときは，

「平和のとりでを築く」の

書き方を参考にすればいい

な。「平和のとりでを築く」

の題名は，新聞の見出しの

ような役割があるのかな。 図 12 色分けした教材文 
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３

／

14 

４ 「平和」から連想する言葉

を参考にして，自分なりの考

え（仮の要旨）をもつ。 

 

５ 仮の要旨を基に編集方針

を決める。 

 

 

○ 「平和のとりでを築く」の

構成や平和から連想する言

葉を参考にして，自分なりの

考え（仮の課題・仮の要旨）

を決めさせる。 

○ どんな記事にするのか，新

聞全体の編集方針をもたせ

るようにする(図 13)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 平和に関して書かれた新

聞記事を参考に，作成する新

聞の編集方針を考えさせる。 

４

・

５

／

14 

６ 根拠となる資料を調べる。 

７ 事実と意見を区別してま

とめる（写真 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  根拠になる事実を「平和」

に関連する資料や写真，新聞

や本，インターネットから集

めさせる。 

○ 集めた情報は，事実と自分

の感想を分けて記録させる。

関連のある言葉等も記録さ

せておく。 

◇ 新聞の見出しやリードな

どから素早く情報を読み取

れるようにする。 

図 13 編集方針を決めるワークシート 

写真 10 新聞記事から事実を調べる様子 

たくさんの資料があるけ

ど，自分の考えを支えるため

の資料を選ばないといけな

いな。新聞の読み方で学習し

た見出しやリードから読む

と記事の内容がすぐに分か

るね。これは，新聞記事の書

き方にも参考になるね。 

関連した記事や友達の見

ている記事なども参考にな

るものがあるね。 

事実と感想は必ず分けて

書き，記録しておこう。 

 

自分の考えをしっかり述

べるための文章（社説）は「平

和のとりでを築く」を見てみ

ると，三つの資料を基に書か

れているな。私が社説を書く

ときの参考にしよう。 

新聞記者として「学習発表

会に来てくれる人」〈相手意

識〉に，「未来の平和とは」

〈目的意識〉について伝える

ことができたらいいな。 
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イ 「自分の考えを明確にする」過程における指導の工夫 

６

・

７

／

14 

１ 新聞記事の下書きをする。 

(１) 見出しを決める。 

(２) リードを書く。 

(３) 本文を書く。 

 

 

○ 新聞記事の書き方を提示

して，必ず入れる要素や構成

の仕方について確認させる

(図 14)。 

○ 記事を書く様子を見なが

ら，読み手がイメージしやす

い文章になっているか確認

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 新聞記事の書き方を参考

にさせる。 

 

８

／

14 

２ 記事の下書きを観点に基

づいて推敲する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 新聞記事の書き方を復習

しながら，推敲する観点を知

らせる（図 15）。 

 

○ チェック表で確認しなが

らお互いの下書きを見直さ

せる。 

◇ 新聞の書き方については，

以下の点について重点的に

確認させる。 

・ ５Ｗ１Ｈ 

・ 見出しの書き方 

・ リードの書き方 

・ 逆三角形の構成 

図 15 推敲の視点 

 自分の書いた文章を友達

に読んでもらったり，自分自

身も読み手として読んでみ

たりすると，読みにくいとこ

ろや文字の間違いに気付く

ことができるね。 

 もう一度，書き直して新聞

づくりができるようにして

おこう。 

 パソコンで入力しておけ

ば，書き直すときもすぐにで

きるね。 

 見出しは，10 文字以内に

書くようにしないとね。 

 リードは，５Ｗ１Ｈをしっ

かり入れていかないとね。 

 本文を書くときは，逆三角

形の構成にしないといけな

いよね。 

 記事の書き方を守って書

けば，新聞を書くのも難しく

ないね。見出しが上手く決ま

らないときは，最後に書いて

もいいかもね。 

 

図 14 見出し・リードの下書き(ワークシート) 
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９

／

14 

３ 社説について知る。 

 

４ 記事に対する社説を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 社説の書き方について記

事との違いを明らかにしな

がら説明する。 

○ 自分の書いた記事に対す

る社説を書くことを確認さ

せ，事実と意見，感想を書き

分け，構成させる（図 16）。 

◇ 実際の新聞の社説を読ん

で気付いたことを話し合う。 

◇ 事実と意見，感想が書いて

あるところを文末表現で区

別する。 

10

／

14 

５ 全体の構成を考える。 

６ 事実と理由・意見，感想を

区別して社説を完成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自分の考えの中心が伝わ

るように，段落ごとの下書き

から全体の構成を考えさせ

る。 

○ 事実と意見，感想の区別，

関連付けができているか確

認させる(図 17) 。 

◇ 実際の新聞の社説を読み，

書き方を確認する。 

 

◇ 事実・理由・意見の構成を

意識させる。 前の時間に書いた社説と

実際の新聞の社説を比べる

と何か足りない文がありそ

うだね。 

意見に対する「理由」の

部分を書くと，自分の考え

がはっきりしそうだね。 

事実と理由と意見をより

詳しく書いていけば，自分

の意見を更に明確にするこ

とができそうだね。 

 書き直した自分の文章や

友達の文章を読むと，理由

の部分が書かれていて，分

かりやすくなったね。 

  

 社説は，事実とそれに基

づいた意見を書いた文章に

なっているね。 

 自分の調べた事実とそれ

に対する自分の意見・感想

を構成していけば，社説の

文章が完成しそうだ。 

 自分の考えが明確になる

ように，構成の順番を工夫

することもできそうだね。 

図 17 社説の書き方(教室掲示) 

図 16 社説の構成(ワークシート) 
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11

／

14 

７ 社説の下書きを，観点に基

づいて，推敲する（図 18）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 書き上げた社説を読み直

し，読みにくいところや意味

の伝わりにくいところがな

いかお互いに確認させる。 

 

◇ 実際の社説と比べながら推

敲する。 

ウ 「発信する」過程における指導の工夫 

12

／

14 

１ 社説を基に話し言葉で発

表用原稿を書く。 

２ 音読して確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 話し言葉と書き言葉の違

いやよさについて話し合わ

せる。 

○ 教科書の例文を参考に書

き言葉を話し言葉に直させ

る（写真 11）。 

○ 発表の練習をさせる。 

◇ 発表に使う新聞記事を準備

する。 

 

◇ 内容に関係のある写真や資

料を準備する。 

 新聞記事を推敲する時の

ように，自分自身が読み手に

なって，読むといいね。 

 友達に読んでもらって，付

箋にアドバイスをもらえる

といいね。 

 読みにくいところや意味

が通じないところは，もう一

度書き直してみよう。 

それぞれの意味段落を，事

実→理由→意見の順で書い

たり，全体の構成を考えて並

べ替えたりすると，自分の一

番に言いたいことが，より伝

わりやすい社説になったよ。 

 社説をそのまま読んでも

相手に伝わりにくいな。書

き言葉と話し言葉は違うか

ら，ポスターセッションの

発表の時は，話し言葉のい

いところを生かした発表原

稿に書き直さないといけな

いね。 

 記事の内容をより詳しく

示すための写真や図も必要

だね。聞いている人の様子

を見ながら発表しよう。 

写真 11 社説から発表原稿を作成する様子 

図 18 完成した社説 
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３ 各自の発表に対する質問

を考える。 

４ ポスターセッションのリ

ハーサルをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ お互いに質問し，交流でき

るように，新聞を見て疑問に

思ったことやもっと知りた

いことを考えさせる。 

○ 場所や時間を 

本番どおりに設 

定し，リハーサ 

ルをさせる。 

○ リハーサルを 

通して修正する 

点を整理して練 

習させる。 

 

 

◇ 拡大した平和に関する新

聞記事を掲示する（図 19）。 

◇ 展示する関連資料の新聞

や写真を準備する。 

14

／

14 

５ 一人ずつコーナーを設け，

ポスターセッションをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学習発表会の会場内に，そ

れぞれのコーナーを設け，新

聞を拡大印刷したものを展

示する。関連の新聞や写真資

料なども展示する（写真 12）。 

○ 来場者に聞いてもらい，質

疑応答をしてもらう。事前に

幾つか質問も準備する。 

◇ 拡大印刷した平和に関す

る新聞と関連資料を展示す

る。 

 
 発表する前にもう一度，目

的意識と相手意識を確認し

ておこう。 

（日記より） 

あまり間違えずにはきは

きと発表したり，たくさん質

問してもらったりしたので，

うれしかった。 

すごく緊張したけど，発表

が終わった後に，「発表，上

手だったよ。」と声を掛けて

もらってうれしかった。 

たくさんの人たちが私の

話を聞いてくださって，とて

もうれしかった。また，次も

ポスターセッションをして

みたいです。 

 友達や自分の発表を聞い

て，分かりにくいところや，

もっと聞いてみたいことを，

質問カードに書いて準備を

しておこう。 

 質問に対する答え方も考

えておこう。 

 私の発表の時間は３分だ

から，話すスピードや強弱の

付け方など工夫できるとこ

ろは，発表原稿にメモしてお

こう。 

写真 12 ポスターセッションの様子 

図 19 完成した新聞 
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  (5) 本単元における「思考・判断・表現」の評価 

ア 本単元 ６年 「『平和』について考える」の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 

話す能力 

聞く能力 
書く能力 読む能力 

伝統的な言語文

化と国語の特質

に関する事項 

① 教材文や新

聞の社説を読

み，自分の考え

をまとめよう

としている。 

① 平和につい

て調べ，分かっ

たこととそれ

に対する自分

の意見を区別

したり,新聞記

事からの引用

部分を明確に

したりして話

している。 

② 友達の社説

の意見と自分

の社説の意見

や根拠になっ

ている記事と

対比して，聞い

ている。 

① 新聞記事や

資料などを引

用したり，自分

の社説の考え

を支える根拠

となる記事を

示したりしな

がら，説得力の

ある社説を書

いている。 

① 社説の書き

方を学ぶため

に，教材文や社

説の内容を読

み比べている。 

② 新聞記事の

編集の仕方や

社説の書き方

に注意して資

料を読んでい

る。 

① 新聞の記事

や社説の文章

(書き言葉)と

ポスターセッ

ションでの発

表原稿(話し言

葉)の違いに気

付いている。 

② 効果的な意

見文（社説）や

ポスターセッ

ションの発表

の構成を考え

ている。 

イ 「判断基準」の設定 

本単元   自分の考えを明確にもち，「平和」について伝えよう 

(教材：「平和」について考える 〈資料〉 「平和のとりでを築く」 光村６年) 

評価規準(思考・判断・表現) 

【書く能力】 

① 新聞記事や資料などを引用したり，自分の社説の考えを支える根拠となる記事を示したり

しながら，説得力のある社説を書いている。 

思考・判断に基づく表現内容(評価の対象) 

学習発表会における提示資料(岩南日本新聞) 

判断の要素 

ア 資料等の引用による記事 

イ 説得力のある社説 

ウ 「平和」に関する語句 

判断基準Ｂ 

ア 教材文や資料などから読み取った内容や書き方を生かして記事を書いている。  

イ 自分の考えを支える根拠になる事実を新聞などの資料から見付け，自分の意見，感想と関

連付けながら社説を書いている。 

ウ 「平和」から連想される語句を五つ以上活用している。 

【予想される児童の表現例】 

【新聞記事】・【社 説】 ※ 別記(Ｐ.24「予想される表現例 (新聞記事と社説)」参照) 

Ｃ状況児童への補充指導 

ア 教材文や資料から読み取ったことを整理し，記事の書き方を例で示し，補充指導をする。 

イ これまで調べた情報を整理し，自分の考えの根拠になるものについて関連付けを示しなが

ら，補充指導をする。 

ウ 語句活用ノートから自分の意見文に活用できる語句はないか再確認し，意味の分からない

ものや活用が難しいものについて補充指導をする。 

判断基準Ａ 

ア 教材文等から読み取った内容や書き方を生かして，新聞として整った記事を書いている。 

Ｂ状況児童への深化指導 

ア より読み手に伝わりやすい記事の書き方を示し，推敲するべき箇所はないか考えさせ，深

化指導を行う。 
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    ※【別記】 予想される表現例(新聞記事と社説)  
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聞
記
事
の
要
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見
出
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大
見
出
し
・
袖
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出
し) 
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リ
ー
ド(

５
Ｗ
１
Ｈ) 
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本
文(

逆
三
角
形
の
構
成) 
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社
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要
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記
事
に
書
か
れ
た
内
容(

事
実) 

② 
記
事
へ
の
自
分
の
考
え(

意
見) 



－ 25 － 

   ウ 「判断基準」に基づいて評価した，児童の表現  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〈
社
説
〉 

〈
リ
ー
ド
〉 

判断基準Ｂのウ 

「平和」から連想

される語句を五つ以

上活用している。 

見
出
し
の
付
け
方 

① 

十
文
字
程
度
で
書
く
。 

② 

リ
ー
ド
に
使
っ
た
言
葉
で
書
く
。 

《
リ
ー
ド
の
書
き
方
》 

① 

５
Ｗ
１
Ｈ
で
書
い
て
い
る
。 

② 

内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
。 

判断基準Ｂのイ 

自分の考えを支える根拠になる事実を

新聞などの資料から見付け，自分の意見，

感想と関連付けながら社説を書いている。 

判断基準Ｂのア 

教材文や資料などから読

み取った内容や書き方を生

かして記事を書いている。 

判
断
基
準
Ｂ
を
全
て  

満
た
す
表
現
が
で
き
て
い
た
。

＝
Ｂ
状
況 
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(6) 検証授業Ⅱの成果と課題 (○成果 ●課題) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の授業全体を通して，児童には様々な変化が見られた。日記や授業後の感想などから各自

の学習後の様子を以下に示す。 

  《ポスターセッションの感想（日記から）》 

   ○ みんなが一生懸命聞いてくれたから，ポスターセッションをまたしたいです。 

   ○ 発表を見てくださった方から，「発表上手だったね。」と声を掛けてもらい，うれしかった。 

  《学習全体を通して》 

   ○ 自分の考えを事実・理由・意見の順で書いたので，今までよりも自分の考えを書けるよう

になった。 

   ○ 興味のある新聞記事を進んで読むようになった。 

   ○ 収集した情報により，自分の夢が変わったり自分の夢に対する関心が高くなったりした。 

 

○ 見出し・リードは記事の書き方を意識して書くことができた。 

○ 読み手の視点で推敲することを確認し，推敲の仕方を示すことで理解が深まり，自分の

文章を直せるようになった。 

○ 序論→本論→結論にそれぞれ事実と意見を構成することによって，全体の流れをつかむ

ことができるようになった。 

● 読み手としてもっと知りたいことなどを，より具体的に書くことや表現の工夫について，

お互いにアドバイスができるようにする指導が不足していた。 

「自分の考えを明確にする」過程 

 

○ 南日本新聞社の記者から「記事の書き方」（５Ｗ１Ｈ・逆三角形の構成）や「社説の書き

方」，「記事を書くときの思い」（相手意識や目的意識）などを直接話していただいたことに

より，新聞を書くための課題意識を児童にもたせることができた。 

○ 教材文と社説の文章とを読み比べることによって，書き方の共通点を見付け，自分が新

聞の社説を書くときに，事実と意見を区別して書く表現方法を生かすことができた。 

○ 情報から得た事実とそれに基づいた意見を書き分けておくことで新聞記事や社説を書く

ときの参考にすることができた。 

● 事実と意見を書き分けたり，情報を比べたりする以外の情報の読み解き方についても整

理する必要がある。 

「情報を読み解く」過程 

 

○ 社説と発表用原稿の違いを考えさせることで，自分の発表用原稿にはどんなことを書く

か考えることができた。 

○ 児童にとって大勢の人の前で自分の意見を話すことができたことにより，相手意識や目

的意識を単元を通して維持できたので，よかった。 

● 友達との意見交流の仕方を工夫し，お互いの表現について助言し合えるような手立ての

工夫が必要である。 

● 発表原稿を読むだけになっていたので，聞き手に伝えるための「話すこと・聞くこと」

における表現の工夫について手立てを工夫しなければならない。 

 

「発信する」過程 
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（7） 児童の表現の変容 

    ６月の実態調査で実施した「活用」に関する問題に対する表現の検証後の変容を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「活用」に関する実態調査：「話すこと・聞くこと」における記述式の問題 

「活用」の問題の概要：資料を読み取った上で，質問したい内容を明確にして発表すること

ができるかをみる問題 

「活用」に関する実態調査：「書くこと」における記述式の問題 

「活用」の問題の概要：目的や意図に応じ，適切に敬語を使いながら，内容の中心を明確に

して書くことができるかどうかをみる問題 

Ｂ児 ６月の記述 Ｂ児 11 月の記述 

Ｃ児 ６月の記述 
Ｃ児 11 月の記述 

 

目
的
を
明
確
に
し
て
、
返
事
の

内
容
を
先
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
。 

正
し
く
敬
語
や
語
句
が
使
わ

れ
て
い
る
。 

 

Ａ児 ６月の記述 Ａ児 11 月の記述 

 

読
み
取
っ
た
情
報
か
ら
、
質
問

し
た
い
内
容
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
。 

六
月
に
比
べ
る
と
、
質
問
の
内

容
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。 

 

「活用」に関する実態調査：「読むこと」における記述式の問題 

「活用」の問題の概要：複数の記事を結び付けながら読み，事実を基にして自分の考えをも

つことができるかどうかみる問題 

 

二
つ
の
記
事
の
情
報
を
関
連
付

け
る
だ
け
で
な
く
、
要
約
し
、
簡

潔
に
書
い
て
い
る
。
デ
ー
タ
か
ら

読
み
解
い
た
こ
と
を
文
章
に
書
い

て
い
る
。 
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（8） 検証授業後，学んだことを日常生活で生かしている様子 

    検証授業後の児童の様子として，学習したことが学校の職員との会話の中に出てきたり，こ

れまでの学習を生かして新聞投稿をしたりするなどの変容が見られた（写真 13，14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

    (1) 学習指導要領や先行研究などを基に,「情報を読み解き，自分の考えを明確にし，発信する」

学習過程を取り入れたことにより，児童が知識・技能を習得し，活用して課題を解決する単元

を構成することができた。 

    (2) 調べた事柄から，事実や理由を根拠として読み解き，段落を構成したり適切な表現を用いた

りする活動を通して，児童が自分の考えを明確にし，文章を論理的に書けるようになった。 

    (3) 「判断基準」を用いたことにより，教師が児童の書く活動に見通しをもち，表現力の向上を

的確に評価することができた。 

(4) 児童に，語句マップや語句活用ノートを記録させることにより，意識が高まり，習得した語

句を主体的に活用できるようになった。 

(5) 国語科学習の中だけでなく，日常生活においても，書くことによる情報発信をしたり，地域

の高齢者や学校の職員と話をしたりする場面が見られるようになった。 

 

２ 今後の課題 

  (1)  本研究において設定した「情報を読み解く」，「自分の考えを明確にする」，「発信する」過程

について，家庭学習との関連を図る手立てを工夫していきたい。 

  (2)  本研究で明らかにした新聞活用の効果を基に，文学的な文章を教材とする単元においても効

果的な新聞の活用法を研究し，指導計画の作成を進めていきたい。 

(3)  本研究で児童の語句習得のために活用した「語句マップ」や「語句活用ノート」の更なる活

用方法の研究に努めたい。 

(4)  本研究の成果と課題を踏まえて，小学校から中学校までの接続を考えた国語科における系統

的な新聞活用を研究し，国語科学習の目標を達成できるように指導計画の作成に努めたい。 

写真 14 新聞投稿欄に掲載された児童写真 13 授業後の児童の様子 

学習したことを生かして，社説の文章を書いた。

書いた社説は，新聞社への投稿文として再構成さ

せ，新聞社に投稿し，掲載された。新聞に載ると

地域の方々からの反響が大きい。家庭でも話題に

なり，何よりも書いた本人の達成感がある。 

学習後，自分の変化や最近気になっていることにつ

いて，学習発表会で多くの質問をしてくれた養護教諭

と話をした。児童は，今までよりも考えが深まったり，

変化があったりしたことを話していた。新聞を活用し

たり，たくさんの人の前で発表したりしたことで，よ

り自分の考えを深めることができたと考える。 

南日本新聞 

ひろば・若い目 

2014 年 

12 月 9 日 
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【研究の概要】 

本研究は, 小学校段階において日常生活で生きて

働く国語の能力を育成するために，新聞活用を通し

て，情報を読み解き，自分の考えを明確にし，発信す

ることができるようにする国語科学習指導の在り方

について，研究したものである。 

具体的には，まず，各過程において指導すべき内容

を整理し，新聞を活用した単元を貫く言語活動を設定

し，単元全体の構成を工夫した。次に，語句を習得し，

活用するために「語句マップ」・「語句活用ノート」を

授業に取り入れた。さらに，評価の際に「判断基準」

の考え方を活用し，児童の表現した文章を適切に評価

できるように工夫した。 

その結果，児童は，教材文と新聞を比べるなどして，

自分の表現に活用できる情報を読み解き，論理的な文

章構成や適切な表現を使って自分の考えを明確にし，

高い目的意識や相手意識をもって,発信することがで

きたことから，指導の手立てが有効であることが明ら

かになった。 

【担当所員の所見】 

 新聞を学校教育に取り入れる取組は，これまでに

も様々な形で具体化が図られている。本研究は，こ

のことについての目的や授業で活用する際の方法を

明らかにしようとしたものである。 

 研究の大きな特色としては，新聞活用と単元を貫

く言語活動とを結び付けて学習指導を構想したこと

が挙げられる。国語科学習指導上の大きな課題とな

っている「児童が読む目的を明確にもてないまま教

科書を読んでいる」ことについて，今回の研究のよ

うに「新聞づくりに生かすために読む」という目的

をもたせることと，それに基づく「情報を読み解き，

自分の考えを明確にし，発信する」学習過程を位置

付けることは，日常生活における課題解決を授業に

取り入れる上で，効果的な手立てになると捉えてい

る。 

その他，新聞を授業に活用する際の課題である語

彙の拡充についても，これまで岩南小学校で研究・

実践を重ねてきた成果と課題を踏まえた具体的な方

策を提示している。 

日常生活で生きて働く国語の能力を育成する授業

の在り方を追究する研究として，授業実践を通した

一層の深化と研究の積極的な還元を期待する。 
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